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三菱電機 広がるたたtlら 1

愛
知
支
部
と
三
菱
電
機
派
遣

切
り
争
議
を
勝
た
せ
る
会
は
８

月
１
日

（
日
）
、
愛
知
民
主
会

館
で
三
菱
電
機
「派
遣
切
り

・
パ

ワ

ハ
ラ
団
交
」
報
告
会
を
開
催

し
、
会
場
に
２‐
名
、
ォ
ン
ラ
イ

ン
に
Ｈ
名
の
３２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

最
初
に
愛
労
連

の
谷
藤
賢
治

副
議
長
と
名
古
屋
三
菱

・
朝
鮮

女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
を
支
援

す
る
会

の
高
橋
信
共
同
代
表
か

ら
、
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
受
け

ま
し
た
。

国
際
労
働
基
準
を
活
か
し
て

三
菱
電
機
と
初
め
て
団
体
交
渉

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
米

田
徳
治
中
央
執
行
委

員
長

は

「
『
人
権

の
尊
重
』
を
据
え
、

大
企
業
と
団
体
交
渉
権

の
活
用

で
電
機
リ
ス
ト
ラ

・
パ
ワ

ハ
ラ

と
の
闘
い
」
と
題
し
た
基
調
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

米
田
委
員
長
は
、
初
め
に
大

企
業
ト
ヨ
タ
の
牙
城
で
あ
る
愛

知
で
三
菱
電
機
と
の
団
交
が
実

施
で
き
た
こ
と
の
意
義
を
強
調

し
、
止
ま
る
こ
と
が
な

い
電
機

リ
ス
ト
ラ
と
そ
の
背
景
を
豊
富

な
資
料
を
基
に
説
明
。
そ
し
て
、

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
闘

い

方
と
し
て
国
際
労
働
基
準
＝
ビ

ジ
ネ

ス
と
人
権

の
指
導
原
則
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
な
ど
を
活

用
し
て
団
交
や
職
場
に
活
か
す

活
動
が
三
菱
電
機
と
の
団
体
交

渉
で
も
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

愛
知
支
部

の
成
木
彦
朗
委
員

長
は
、
第

１
回
日
の
団
体
交
渉

内
容
と
し
て
、
①
団
交
対
応
を

名
古
屋
製
作
所
に
な

っ
て
い
る

問
題
点

の
追
及
と
三
菱
電
機
本

社
を
代
表
す
る
代
理
人
を
明
示

さ
せ
た
取
り
組
み
　
②
基
本
的

要
求
に
関
す
る
や
り
取
り
　
③

Ｍ
組
合
員
に
対
す
る
パ
ワ

ハ
ラ

に
対
す
る
質
疑
を
紹
介
し
、
成

果
と
し
て
、
①

人
事
と
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
の
開
設
　
②
パ
ワ

ハ

ラ
改
善
と
し
て
か

つ
て
の
加
害

者
を
別
フ
ロ
ア
に
移
さ
せ
た
取

８
月
１
日

（日
）

三
菱
電
機
報
告
会

り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

三
菱
電
機
派
遣
切
り
争
議
を

勝
た
せ
る
会

の
本
田
直
子
事
務

局
長
と
藤
崎
俊
子
支
部
書
記
長

は
、
三
菱
電
機
株
主
総
会
で
の

取
組
み
の
経
過
と
成
果
を
報
告

し
、
長
年
の
取
り
組
み
で
株
主

総
会

で
の
参
加
者
発
言
と
会
社

答
弁

の
変
化
を
報
告
し
ま
し
た
。

私
も
団
体
交
渉
で
た
た
か
い
ま
す

３
名
か
ら
決
意
や
思

い
の
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

派
遣
切
り
で
闘
う
田
中
さ
ん

は
、
派
遣
切
り
に
あ

っ
た
当
時

の
気
持
ち
と
１２
年
間
の
た
た
か

い
を
報
告
し
、

「要
請
を
三
菱

本
社
も
名
古
屋
製
作
所
も
社
内

会
議
室
で
受
け
さ
せ
る
と
い
う

Ｈ
年
目
で
の
新
た
な
変
化
を

つ

く
り
出
し
た
。
最
後
ま
で
闘
う
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

パ
フ

ハ
ラ
団
交
当
事
者

の
Ｍ

組
合
員
は

「
ｌｏ
年
余
に
わ
た
る

パ
ワ

ハ
ラ
に
悩
み
続
け
、
色
ん

な
所
に
も
相
談
し
た
が
相
手
に

し
て
貰
え
な
か

っ
た
。
愛
労
連

か
ら
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
に

相
談

・
加
入
し
て
、
本
当
に
団

交
ま
で
や

っ
て
く
れ
る
労
働
組

合
が
あ
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な

か

つ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｍ
組
合
員
と
同
じ
事
業
所
内

で
働
く
三
菱
電
機
グ

ル
ー
プ
会

社

の
Ｋ
組
合
員
は
、
入
社

２
年

目
か
ら
続
く
パ
ワ

ハ
ラ
に
悩
み

な
が
ら
体
調
を
崩
し
た
経
過
を

語
り
、

「初
め
は
こ
れ
が
パ
ワ

ハ
ラ
と
は
思
わ
ず
、
自
分
が
悪

い
の
で
は
な
い
か
、
自
分
で
何

と
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
と

自
己
責
任
に
追

い
や
ら
れ
、
休

職
と
復
職
を
繰
り
返
し
た
。
今

春

の
復
職
で
は
大
幅
な
降
格
処

分
と
な
り
３０
％
を
超
え
る
賃
金

ダ
ウ
ン
に
な

っ
た
。
私
も
必
ず

団
体
交
渉
を
行

っ
て
た
た
か
い

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
か
ら
は

「
ｌｏ
年
経

っ
て
も
許
せ
な

い
と

い
う
女
性
の
話
に
感
動
し
納
得

し
ま
し
た
」

「三
菱
電
機
で
の

取
り
組
み
は
成
果
も
生
み
出
し

て
大
き
く
前
進
し
て
い
る
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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  第 119号 の 紹 介

1面 三菱電機 広がるたたかい

2面 パすソニックリストラアンケートを配布

米田委員長メッセージ96

3面 第11固定期大会を成功させよう

4面 交流のひろば、告矢D板、あとがき
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パ
十
ソ
ニ
ッ
ク
リ
ス
ト
ラ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布

２
０
１
１
年
に
４
万
人
の
リ

ス
ト
ラ
を
強
行
し
て
電
機
産
業

の
大
リ

ス
ト
ラ
の
口
火
を
切

っ

た
パ
ナ
ソ

ニ
ツ
ク
は
こ
の
１０
年

間
、
プ
ラ
ズ

マ
テ
レ
ビ
、
半
導

体
、
太
陽
電
池
な
ど
の
事
業
撤

退
を
繰
り
返
し
、
そ
の
連
結
従

業
員
を
１
１
年

の
３
６
万
６
９

３
も
７
人
か
ら

２
１
年

の
２
４

万
３
４
５
０
人
と
１
２
万
３
４

８
７
人
も
減
少
さ
せ
て
い
ま
す
。

直
近
で
も
、　
一
昨
年
は
１
万

２
４
８
４
人
、
昨
年
は
１
万
５

８
４
５
人
を
減
少
さ
せ
て
い
ま

す
。

５
月
２７
日
、
三
菱
電
機
本
社

会
議
室
で
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ

ン
か
ら
組
合

・
組
合
員
の
通
知

と
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
は
深
刻
な
パ

ワ
ハ
ラ
事
件
で
す
。

そ
の
日
の
う
ち
に
厚
生
労
働

省
で
記
者
会
見
を
行

い
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
三
菱
電
機
で
は
３５

年
間
に
わ
た
る
長
崎
製
作
所
で

の
品
質

・
検
査
不
正
事
件
が
発

覚
。
社
員
説
明
会
に
来
た
長
澤

電
機

・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
＝
珈
畝
善
の
道
が
聞
け
る

声
を
あ
げ
て
一

米
田
委
員
長
メ

リ
セ
ー
ジ
９６

一鰤一卿・鞭
鞭．鰤一爾一卿一櫛一

上
司
か
ら

「パ

ワ
ハ
ラ
加
害
者

を
別
フ
ロ
ア

ヘ

移
動
さ
せ
る
」

』日
の
詳
脳
案
ダ
め
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

該
当
の
組
合
員
か
ら
、
　
コ
」

の
十
数
年
に
わ
た
り
、
私
の
提

案
な
ど
聞
く
耳
を
持
た
な
か

っ

た
が
、
今

『
動
き
始
め
た
』
と

実
感
し
た
。
上
司
の
態
度
も
柔

和
に
な

っ
た
」
と
い
う
嬉
し
い

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第119号 (2)

パナソニックの連結従業員の推移

特
別
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案

パ
ナ
ソ

ニ
ツ
ク
の
労
政
部

・

戦
略

人
事
部

は

３
月

２５

日
、

「従
業
員

の
多
様
な
価
値
観
を

尊
重
し
、
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
す
る
た
め
に
　
特

別
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
期
間
限
定
で
導
入
」
す

る
こ
と
を
社
内
情
報
で
発
表
し

ま
し
た
。

会
社
は
、
社
外
に
活
躍

の
場

を
求
め
チ
ヤ
レ
ン
ジ
す
る
従
業

員
に
対
し
て
最
大
限

の
支
援
を

専
務
に
対
し
て
、

「上
司
か
ら

パ
ワ

ハ
ラ
を
受
け
、
う

つ
病
に

な
り
労
基
署
に
弁
護
士
と
相
談

し
て
い
る
」

「会
社

の
隠
蔽
対

応
を
受
け
て
い
る
。
す
べ
て
の

開
発
を
止
め
て
で
も
業
務
を
見

直
す
べ
だ
」
と
の
質
問
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
パ
ワ

ハ
ラ
が
他
職

場
で
も
起
き
て
い
た
と
い
う
。

三
菱
電
機
社
長
宛

の
団
交
申

入
れ
に
対
し
、
６
月
１０
日
付
で

三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
の
総

務
部
人
事
課
長
か
ら
の

「受
諾

行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
当

の
狙
い
は
、
既
存

の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
支
援
制
度
を
時
限
的
に
拡

充
し
、
バ
ブ

ル
入
社
組
を
標
的

に
し
た

「壮
絶
な
リ

ス
ト
ラ
」

策
と
指
摘
さ
れ
ま
す
。

封
書
付
き
リ
ス
ト
ラ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布

大
阪
支
部
と
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク

革
新
懇
談
会
は
、
雇
用
不
安
が

広
が
る
職
場
の
声
を
把
握
し
よ

う
と
、
封
書
付
き
リ

ス
ト
ラ
ア

ン
ケ
ー
ト
配
布
を
取
り
組
み
ま

し
た
。

回
答
」
が
あ
り
ま
し
た
。

「受

諾
回
答
書
」
が
三
菱
電
機
本
社

か
ら
発
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
真
意
を
め
ぐ

っ
て
、

電
機

ｏ
情
報

ユ
ニ
オ
ン
本
部
が

社
長
室
、
本
社
人
事
部
、
名
古

屋
製
作
所
総
務
部
人
事
課
と
折

衝
し
た
挙
句
、
や

づ
と

「名
古

屋
製
作
所
の
人
事
課
を
本
社
人

事
部
の
窓

日
と
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
合
意
に
こ
ぎ

つ
け
、
団

交
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

配
布
場
所
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
本
社

（
７
月
１３
日
）
、
京
阪

門
真
駅

（
７
月
１４
日
）
、
京
阪

西
三
荘
駅

（
７
月
１６
日
）
、
星

田
団
地
社
宅

（
７
月
２０
日
）

の

４
か
所
で
、

の
べ
１９
名
が
参
加

し
、
合
計
６
９
０
枚
を
配
布
し

ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
に
は
、

「事
業
の
柱
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
」

「経
営

陣
が
責
任
を
取
る
方
法
を
明
確

に
す
る
」

「パ
ワ
ハ
ラ
的
な
発

言
を
す
る
人

へ
の
処
分
」
な
ど

の
意
見
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

第

一
回
目
の
団
体
交
渉
は
７

月
８
日
。
組
合
側
は
本
人
、
愛

労
連
議
長
を
含
め
６
名
が
臨
み

ま
し
た
。
会
社
側
は
人
事
課
長

以
下
３
名
、
代
理
人
弁
護
±
３

名
と
異
例
の
団
交
と
な

つ
た
。

団
交
で
の
協
議
が
終
わ
り
、

本
人
の
申
出
も
あ

っ
て
、

「
現

場
で
の
パ
ワ

ハ
ラ
加
害
者

の
異

動
」
を
要
請
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
場
で
の
労
使

の

実
務
者
折
衝
の
結
果
、
新
た
な

変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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